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Ⅰ はじめに  

墨田区都市計画マスタープランの改定にあたって 

基本的な考え方や区の現況等について整理します。     
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１ 改定の背景と目的  
墨田区では、最上位計画である「墨田区基本構想」（平成 17（2005）年）の実現に

向けた総合計画として、平成 28（2016）年から 10年間の区政運営に向けた「墨田区基

本計画」を策定しました。また、東京都では平成 29（2017）年に「都市づくりのグラ

ンドデザイン」が策定され、これらの上位計画と整合させるため、墨田区都市計画マス

タープラン（以下「マスタープラン」という。）の見直しが必要となりました。 

また、これまでのまちづくり施策の達成状況や社会経済情勢の変化、今後の社会潮流、

新たなまちづくりの課題などを踏まえ、計画内容のさらなる充実や新たな政策課題等に

対応したまちづくり計画が必要です。 

前回のマスタープランの策定から約 10 年が経過していることから、これまでのまち

づくりを継承しつつ、新たな課題への対応や、基本構想等の上位計画に示す将来像実現

のため、マスタープランを改定します。 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆主要プロジェクトの完成 

平成 24年 墨田区内循環バスの運行開始 

「東京スカイツリー®」「東京スカイツリータウン」の開業 

平成 27年 京成押上線（押上駅～八広駅間）の全線高架化の完了 

平成 22～27年 曳舟駅周辺の市街地再開発事業３地区の順次完了 

平成 28年 「すみだ北斎美術館」の開館 

◆上位計画の策定・改定 

平成 28年 墨田区人口ビジョン・墨田区総合戦略・墨田区基本計画の策定 

平成 29年 東京都「都市づくりのグランドデザイン」の策定 

◆社会経済状況等、区を取りまく状況の変化 

<改定の目的> 

社会経済情勢の変化や社会潮流等に応じて 

墨田区の特徴を活かした、まちづくりの将来像や方針を示す 

居住者層の変化（高齢化・

年少人口流出・世帯や就業

者の変化、外国人の増加等） 

前

計

画

か

ら

10

年

の

動

き 

産業構造の

変化・観光

業の進展 建築物の

高層化・老

朽化 大規模災害の

多発・復興事前

準備の必要性 

平成 20年 3月 墨田区都市計画マスタープラン改定 

◆主な分野別計画の策定・改定 

平成21年 景観計画策定／平成22年 公園マスタープラン改定／平成23年 緑

の基本計画改定／平成 27年 墨田区観光振興プラン改定／平成 28年 第二次す

みだ環境の共創プラン策定／平成 29年 住宅マスタープラン改定 

◆主な都市計画指定 

平成 22年 高度地区絶対高さ制限の指定（高度利用すべき地域等を除く） 
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■目標時期 

このマスタープランは、概ね 20年後の 2040年を見据えた計画とします。 

 

＜区政を取り巻く状況＞ 
国立社会保障・人口問題研究所の将来推計人口（平成 30年）によると、2030年以

降に全都道府県で総人口が減少し、2040年代には 65歳以上人口割合が３割を超える

など、少子高齢・人口減少社会を迎えるものと予測されています。また、墨田区にお

ける将来推計人口は、このマスタープランの目標時期である 2040 年まで人口が増加

するものと予測されています。 

人口の都心回帰の流れのなかで、交通利便性の向上による住宅地としての魅力向上

等に伴い、東京スカイツリー®開業時の 2012年と比べて約３万人増加しており、継続

的な増加傾向がみられます。これらの人口動向の背景に、「ものづくりのまち」の特

徴である住宅・商業・工業の複合的な土地利用が変化しつつあり、住宅用地の比重が

大きくなる傾向にあります。 

今後、グローバル化の進展、首都直下地震等の脅威など社会情勢の大きな変化や

様々な困難に直面することも想定されています。さらに、近年、人工知能（ＡＩ）、

自動運転、環境技術など、様々な技術の開発や実用化が急速に進んでおり、これらが

普及・浸透し、社会を支えていることが見込まれます。 

このような状況を踏まえ、社会情勢やまちづくりの動向が大きく変化した場合には、

必要に応じて計画を見直していきます。 
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２ 位置づけと役割 
■本マスタープランの位置づけ 

このマスタープランは「墨田区基本構想」や「墨田区基本計画」、東京都の「都市づ

くりのグランドデザイン」などを上位計画として、それぞれの計画で示されたまちづく

りについての基本的な考え方に即し、目標の達成をめざすものです。 

また、都市計画法における市町村の都市計画に関する基本的な方針（都市計画法第 18

条の 2）であり、東京都の定める「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（都市計

画区域マスタープラン）」に即し、墨田区の将来のあるべき姿やまちづくりの方向性を

示すものです。 

 

 墨田区基本構想（平成 17年） 

～水と歴史のハーモニー～ 

人が輝く いきいき すみだ 

東京都 

・都市づくりのグランドデザイン 

（平成 29年） 

・都市計画区域マスタープラン 

・都市再開発の方針 
・防災街区整備方針 
・住宅市街地の開発整備の方針 

墨田区基本計画（平成 28年） 

・将来像の実現に向けた施策、取

り組みの方針 

・”夢”実現プロジェクト 

まちづくり部門

の総合的な指針 

 

墨田区都市計画マスタープラン 

まちづくりの実現に向けた 4つの指針 

 

 

 

 

 

 

①都市計画の決定・変更の指針 ③協治（ガバナンス）による

まちづくり活動の指針 
②まちづくりに関する関連

計画、事業実施の指針 ④大規模災害時における「住

まいとまちの復興」の指針 

都市計画関連の諸制度 

まちづくりの実施 

関連分野別計画・各種マスタープラン 

・東京における土地利用に関する基本方針 
・東京における都市計画道路の在り方に  関する基本方針 等 
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■本マスタープランの役割 

このマスタープランは、都市計画法に基づく規制・誘導や事業の実施だけでなく、関

連する諸制度を活用し、協治（ガバナンス）によるまちづくりの推進、関係機関や民間

事業者との連携・協力等によるまちづくりの推進、大規模災害時の復興まちづくりの指

針となるよう、墨田区がめざす都市の姿や方針を示します。 

 

①都市計画の決定・変更の指針  

都市計画の内容は、主として区域区分・地域地区・地区計画などの「土地利用規制」、

連続立体交差事業・街路事業などの「都市施設の整備」及び市街地再開発事業などの「市

街地開発」から構成されています。このマスタープランは、区の都市全体の中で、こう

した個々の都市計画を定め実行していくための基本的な方針です。 

また、東京都が定める都市計画区域マスタープランに即しており、都市計画を決定・

変更する際には、このマスタープランの考え方に基づいて行われることになります。 

 

②まちづくりに関する関連計画、事業実施の指針  

「墨田区基本構想」「墨田区基本計画」のまちづくり分野に係る施策を実現する際の

指針となります。また、多分野にわたるまちづくりに関係する各種計画、関連施策等を

まちづくりの観点から総合的・体系的に整理し、各分野の基本的計画のハード部分につ

いて、都市計画の観点から整合を図り、まちづくりに関する各種事業の実施にあたって、

将来都市像の実現に向けて連携を図りながら進めていくための指針となるものです。 

 

③協治（ガバナンス）によるまちづくり活動の指針  

「墨田区基本構想」「墨田区基本計画」で掲げている「協治（ガバナンス）」による

まちづくりを考える上での指針であり、今後、各地域で進める協治（ガバナンス）によ

るまちづくりを推進することで目標の実現を図るとともに、区民と議論を深める中で見

直しを行い、充実させていきます。 

また、国や都などの関係機関の計画・事業に対しては、区の都市計画の基本的方針と

して、地域の特性を踏まえた計画・事業となるよう規制・誘導を行う指針となるもので

す。 

 

④大規模災害時における「住まいとまちの復興」の指針  

墨田区では「墨田区災害復興基本条例」（平成 16 年６月）に、復興の基本理念等を

定め、「暮らしの復興」をめざし、復興の課題に対し、総合的・計画的に取り組み、歴

史や文化を生かした安全で住み良い快適な環境創造を図ることを位置づけています。 

このマスタープランは、「暮らしの復興」を成し遂げるための柱の一つである「住ま

いとまちの復興」をめざすための指針として、「都市復興基本方針」「都市復興基本計

画」策定の際、基本的な考え方の役割を担うものとなります。 
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■本マスタープランがめざすまちづくりと策定の基本的考え方

○すみだの魅力と価値を高めるまちづくりをめざします

平成 28（2016）年に策定した「墨田区総合戦略」及び「墨田区基本計画」の実現に

向けて、まちづくりに関わる分野から、墨田区で暮らし・働き・訪れる人とそれらの人々

を取り巻く社会の変化や新たな需要に対応したまちづくりを通して、「すみだの“夢”」

の実現をめざします。

このマスタープランでは、地域の個性や特色、強みを活かしながら、人・ものを惹き

つけ、地域の価値やすみだのブランディングの向上につながるまちづくりの実現を図り

ます。

〇協治（ガバナンス）を基本理念としたまちづくりを進めます

墨田区では、平成 23（2011）年に「墨田区協治（ガバナンス）推進条例」を制定し、

区民等と区がともに協力し、まちづくりを実現するための基本的な考え方を定めました。

墨田区における「協治（ガバナンス）」とは、「区民等及び区が、それぞれの果たす

べき役割と責任を分担し、ともに考え、ともに行動することで、地域の課題を解決して

いく社会のあり方」をいいます。また、協治（ガバナンス）によるまちづくりの基本原

則は「情報の共有」「参加」「協働」です。

このマスタープランは、これまで墨田区が積み重ねてきた区と区民等とのあり方を踏

まえ、それぞれの役割と責任を担いながら相互に協力し合い、まちづくりを進めていく

ことを前提とします。

区民等の役割と責任                       行政の役割と責任   まちづくりの実現
【協治（ガバナンス）によるまちづくりのイメージ】

・適切な土地利用制限等の運用

・都市の魅力や安全性の向上

・都市施設の整備や維持管理

・情報共有・区民意見の反映

・区民のまちづくり活動の支援

・地域を知る・参加する

・行政の取り組みを活かす

・身近な問題に地域で取り組む

・地域ルールの策定

・情報交換・活動の発信

・行政が進める取り組みの見守り

<基本原則>

情報の共有

参加

協働
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